
 

 

ESD・SDGs 連続オンラインセミナー2025 開催要項 

 

奈良教育大学 ESD・SDGs センター 

 

1．目的 

教職員、研究者、NGO・NPO、企業関係者、一般市民、学生などの多様なステークホルダーが、

ESD・SDGs に関する多様な実践・取組から知見を学び、持続可能な社会の創造にむけた取組への

実践意欲を高めることを目的とする。 

 

2．主催 奈良教育大学 ESD・SDGs センター 

 

3．内容   全 5回のオンラインセミナー 

      ・ESD・SDGs に関する講演 

      ・トークセッション 

      ・参加者からの質問・応答 

  

4．各回のテーマとスケジュール 

第 1回 8 月 2日（土）14：00-16：00 

「万博から考える持続可能な世界と未来」 

講師：永見 靖 2025 年日本国際博覧会協会持続可能性局長 

トークセッション「万博のレガシーを持続可能な世界・未来に生かすために」 

ファシリテーター：及川幸彦 ESD・SDGs センター センター長 

◆講座のねらい 万博の役割と意義を踏まえ、2025 万博のコンセプトとしての持続可能性

について学ぶとともに、万博を活かした ESD のヒントを得る。 

◆リカレント教育のポイント 実際に取り入れられている SDGs に関する工夫や取組を知

り、万博を ESD や SDGs の視点から楽しむ方法を知る。 

 

第 2回 9 月 20 日（土）14：00-16：00 

「世界遺産をめざす飛鳥と藤原～万葉集から読み解く魅力」 

   講師：井上 さやか 奈良県立万葉文化館企画・研究係長 

   トークセッション「飛鳥・藤原の宮都と万葉集から学ぶ SDGs」 

   ファシリテーター：大西 浩明 ESD・SDGs センター 

   ◆講座のねらい 世界遺産候補地の 「飛鳥 ・藤原の宮都とその関連資産群」の歴史や文化を

万葉集から読み解き、どのように ESD や SDGs の学びへと発展させるかを議論し、その道程

を考える。 

   ◆リカレント教育のポイント  「飛鳥 ・藤原の宮都とその関連資産群」が暫定リストに登録

されたことを踏まえ、その魅力や価値について万葉集を通して再認識すると共に、持続可

能な地域創りにどのように生かしていくのかを考える。 

 



 

 

第 3回 10 月 18 日（土）14：00-16：00 

「子どもの貧困を考える～日本ユネスコ協会連盟 U-Smile プログラム」 

講師：小山田 隆 日本ユネスコ協会連盟理事 

トークセッション「子どもの貧困とは？ 私たちが知るべきこと、できること」 

ファシリテーター：及川幸彦 ESD・SDGs センター センター長 

◆講座のねらい 格差社会が進み、日本全体では 7 人に 1 人（一人親家庭では 2 人に 1 人）

の子供が相対的な貧困状態におかれている中で、この問題に ESD/SDGs としてどのように取

り組むべきか、U-Smile プログラムを通じて議論し考える。 

◆リカレント教育のポイント 我が国の相対的な貧困、特に子供の貧困の問題に対して、教

育、行政、企業、学術、NPO など各ステークホルダーが連携して、その解決に向けてどのよ

うな支援や取組ができるのかを考える。 

 

第 4回 11 月 15 日（土）14：00-16：00 

「生涯学習としての奈良 SDGs 学び旅」 

講師：川井 徳子 ノブレスグループ代表 

トークセッション 「主体性を引き出すにはどうしたらよいのか－内発的動機付けに関する意

見交流」 

ファシリテーター：中澤 静男 ESD・SDGｓセンター 

◆講座のねらい 学校での学びが教室に閉じられたものにならないよう、“実社会で生きる

学び”とはどのようなものか学ぶ。 

◆リカレント教育のポイント 奈良の歴史 ・文化遺産と観光の視点からリカレント教育とし

ての ESD の価値を再認識し、全ての世代が ESD を学ぶ意義を共有する。 

 

第 5回 12 月 20 日（土）14：00-16：00 

「ホールスクールアプローチで取り組む ESD/SDGs」 

講師：島田 智 前大仙市立大曲南中学校長 

トークセッション「学校と地域が一体となる ESD 推進拠点」 

ファシリテーター：河野 晋也 ESD・SDGs センター 

◆講座のねらい 地域や世界の諸機関・団体と連携しながらホールスクールで ESD/SDGs に

取り組む学校の取組を通して、学校 （教育）がいかにして地域の持続可能性に貢献できるか

を議論し、その戦略を共有する。 

◆リカレント教育のポイント 学校を中心として、社会教育施設や企業、NPO、海外の施設な

どの関係団体が連携して、持続可能な学び舎をどのように構築し、地域づくりに参画、貢献

していくのかをそれぞれの立場（セクター）で考え、協働していく。 

 

5．参加費 ※一括納入 

・教職員、研究者、一般：5,000 円（全 5回分） 

・大学生、大学院生：3,000 円 

・高校生以下：無料（※参加登録は必須） 



 

 

（奈良国立大学機構内の職員、学生は無料） 

※出席できなかった回の講演及びトークセッションの内容については、収録した動画を共有す

る。 

 

6．申し込み方法 

  以下の申し込みフォームから。 

  https://forms.office.com/r/Bs1AzD2aD7 

 

7．問い合わせ先 

奈良教育大学 教育研究支援課 ESD 事務担当 

TEL：0742-27-9367 / FAX：0742-27-9147 

E-mail ：k-soumu@nara-edu.ac.jp 

https://forms.office.com/r/Bs1AzD2aD7

